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凡
　
　
例

　

本
書
に
収
録
し
た
身
延
山
久
遠
寺
第
十
一
世
日
朝
筆
『
章
疏
目
録
』
一
冊
は
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
の
身
延
山
久
遠
寺
内
に
あ

る
身
延
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
身
延
山
文
庫
の
典
籍
資
料
の
概
要
は
、『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』（
上
・
中
・
下
、
平
成
十
五
～

十
七
年
）
三
巻
と
し
て
身
延
山
久
遠
寺
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

既
刊
の
『
身
延
山
資
料
叢
書
一
』
で
は
目
録
部
一
と
し
て
、
通
称
「
乾
師
目
録
」
と
「
遠
師
目
録
」
を
紹
介
。
ま
た
『
身
延
山
資

料
叢
書
二
』
で
は
同
じ
く
目
録
部
二
と
し
て
、
通
称
「
意
師
目
録
」
と
「
西
土
蔵
宝
物
録
」「
当
山
歴
代
等
曼
荼
羅
録
」「
宝
蔵
並
中

央
之
廊
下
拝
殿
一
切
経
堂 
古
仏
堂
録
・
会
合
所
・
方
丈
位
牌
堂
録
・
書
写
並
摺
写
経
録
」
を
紹
介
し
た
。
本
書
は
こ
れ
ら
に
引
き
続

き
目
録
部
三
と
し
て
日
朝
筆
『
章
疏
目
録
』
を
紹
介
す
る
。
原
本
保
護
の
側
面
よ
り
写
真
版
の
一
部
に
不
十
分
な
箇
所
が
あ
る
が
、

了
と
さ
れ
た
い
。

　

本
書
中
の
書
誌
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
解
説
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
で
あ
る
日
朝
に
つ
い
て
は
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の

木
村
中
一
所
員
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
回
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
共
同
調
査
（
大
学
間
学
術
提
携
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
）
を
行
っ
た
韓
国
・
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
の
金 

天
鶴
所
長
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
客
員
所
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
た
。

身
延
山
久
遠
寺
第
十
一
世
日
朝
著
『
章
疏
目
録
』
一
冊

　

・
法　
　

量　
（
全
体
）
二
八
・
八
×
一
八
・
九　
（
題
簽
）
二
〇
・
〇
×
三
・
五

　

・
架
蔵
番
号　
（
部
）
当
山
十
一
世　
（
著
者
）
日
朝　
（
號
）　

Ｃ
、
44　
（
冊
）　

１

　

・
書　
　

名　
「
章
疏
目
録
」
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※ 

本
書
に
は
明
治
期
の
身
延
文
庫
所
蔵
本
修
補
作
業
時
に
新
た
な
表
紙
が
付
さ
れ
た
。
本
巻
に
お
い
て
こ
の
新
表
紙
を
「
表
紙
」、
元

表
紙
を
「
元
表
紙
」
と
表
記
す
る
。

一
、
日
朝
に
つ
い
て

　

身
延
山
久
遠
寺
第
十
一
世
日
朝
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
は
行
学
院
と
号
し
、
室
町
期
に
お
け
る
日
蓮
教
学
を
代
表
す
る
高
僧

で
あ
り
、
身
延
山
久
遠
寺
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。
日
朝
は
伊
豆
国
宇
佐
美
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
に
父
を
亡
く
し
、
伯

父
夫
婦
の
養
育
を
う
け
た
と
伝
わ
る
。
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
四
月
八
日
、
八
歳
の
時
、
永
享
問
答
で
名
高
い
一
乗
坊
日
出
に
師

事
し
て
得
度
。
当
初
、
三
島
本
覚
寺
に
て
兄
弟
子
ら
の
薫
育
を
う
け
た
と
い
う
。
学
問
に
秀
で
た
日
朝
は
仙
波
檀
林
に
遊
学
し
天
台

学
を
修
め
た
。
そ
の
長
き
に
わ
た
る
研
鑽
態
度
に
つ
い
て
は
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
に
は
佐
渡
、
さ
ら
に
京
都
へ
も
遊
学
し
、

さ
ら
な
る
学
問
研
鑽
を
な
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
伝
承
で
は
師
で
あ
る
一
乗
坊
日
出
よ
り
三
島
本
覚
寺
を
委
ね
ら
れ
、

さ
ら
に
鎌
倉
本
覚
寺
を
う
け
て
両
寺
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
数
え
き
れ
な
い
法
華
経
の
講
義
や
法
談
を
重
ね
た
日
朝

は
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
四
月
身
延
山
第
十
世
で
あ
っ
た
観
行
院
日
延
の
示
寂
を
う
け
同
年
、
身
延
山
第
十
一
世
の
法
灯
を
継

承
し
た
。
四
一
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

日
朝
は
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
弟
子
で
あ
っ
た
、『
身
延
山
資
料
叢
書
二
』
収
録
の
「
意
師
目
録
」
の
筆
者
で
あ
る
円
教
院
日
意

に
身
延
山
を
譲
る
ま
で
、
三
八
年
に
わ
た
っ
て
貫
首
職
を
勤
め
、
寺
院
運
営
と
教
学
及
び
教
育
の
面
に
尽
力
し
た
。
運
営
面
で
は
諸

堂
の
移
転
が
挙
げ
ら
れ
、
身
延
山
内
の
伽
藍
整
備
に
尽
力
し
て
い
る
。
ま
た
身
延
山
の
年
中
行
事
・
月
行
事
の
制
度
を
定
め
、
法
則

を
制
定
し
て
運
営
の
面
の
整
備
を
な
し
た
。
教
学
及
び
教
育
面
で
は
、
ま
ず
日
蓮
聖
人
遺
文
の
蒐
集
に
尽
力
し
、『
録
内
御
書
』
書
写

と
同
時
に
『
録
外
御
書
』
の
蒐
集
に
も
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
基
と
し
遺
文
の
註
釈
書
で
あ
る
『
御
書
見
聞
』
四
四
巻
、

日
蓮
聖
人
伝
で
あ
る
『
元
祖
化
導
記
』
二
巻
の
執
筆
に
も
力
を
注
い
だ
。
ま
た
法
華
経
の
註
釈
書
で
あ
る
『
補
施
集
』
一
一
二
巻
、

『
法
華
草
案
抄
』
一
二
巻
な
ど
、
そ
の
著
作
は
枚
挙
に
い
と
ま
は
な
い
。
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さ
ら
に
日
朝
に
つ
い
て
は
多
く
の
伝
説
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
数
限
り
な
い
教
学
書
な
ど
の
執
筆
に
よ
り
一
時
は
眼
病
を

患
ら
っ
た
が
、
や
が
て
回
復
。
さ
ら
な
る
学
問
研
鑽
に
勤
し
ん
だ
日
朝
は
こ
れ
よ
り
「
眼
病
平
癒
の
師
」
と
し
て
奉
ら
れ
る
な
ど
、

そ
の
超
人
的
な
人
物
像
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
ん
な
日
朝
で
あ
っ
た
が
、
明
応
八
年
に
は
弟
子
で
あ
る
円
教
院
日
意

に
身
延
山
久
遠
寺
第
十
二
世
の
法
灯
を
譲
り
、
翌
明
応
九
年
（
一
四
五
〇
）
六
月
二
五
日
に
七
九
歳
を
も
っ
て
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ

た
の
で
あ
る
。

 

（
木
村
中
一
）

二
、
日
朝
筆
『
章
疏
目
録
』
の
書
誌
学
的
考
察

１
．
目
次
に
つ
い
て

　

本
『
章
疏
目
録
』
は
以
下
の
よ
う
な
目
次
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
最
初
は
天
台
宗
師
に
つ
い
て
章
疏
目
録
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

 

（
＊
「
マ
マ
」
は
筆
者
の
も
の
。
ま
た
、
常
用
漢
字
に
統
一
す
る
）

章
疏
注
文
作
者

南
岳
大
師
章
疏 
一
二
部

天
台
大
師
章
疏 

四
九
部

章
安
大
師
作
疏　
又
云
潅
頂
大
師　

幼
云
法
雲
師 

一
一
部

妙
楽
大
師
作
疏　
又
云
湛
然
六
祖
荊
渓

明
曠
和
尚
妙
楽
ノ
御
弟
子
也 

三
一
部

行
満
和
尚
作
疏 

五
部

道
遂マ

マ

和
尚
作
疏 

一
部

― 4 ―



道
暹
造
疏 

六
部

智
度
章
疏 

二
部

伝
教
大
師
章
疏 

五
〇
部

慈
覚
大
師
章
疏　
又
云
前
唐
院　

又
云
円
仁 

六
九
部

智
証
大
師
作
疏　
又
云
山
王
院 

六
六
部

五
大
院
章
疏　
　
又
云
安
然
和
尚 

一
四
部

恵
心
撰
章
疏　
　
又
云
楞
厳
院 

四
二
部

兜
率
先
徳
造
疏　
又
覚
超 

一
三
部

條
禅
院
和
尚
尋
禅
造
疏　
又
云
飯
室
先
徳 

三
部

金
竜
寺
千
観
内
供
奉
御
釈　
又
云
多
武
峯
先
徳 

三
部

別
当
大
師
造
疏　
又
云
寂
光
大
師 

四
部

修マ
マ

南
山
道
宣
造
疏　
又
云
宗
密 

四
部

当
宗
先
徳
等
造
疏 
二
三
部

　

以
上
、
こ
こ
ま
で
が
天
台
宗
の
文
献
で
あ
り
、
続
き
は
そ
の
他
の
文
献
で
あ
る
。

他
宗
人
師
造
疏
目
録

法
相
宗
慈
恩
寺
基
法
師
作
疏　
玄
奘
弟
四
弟
子 

二
七
部

淄
州
恵
紹マ

マ

大
師
造
疏　
基
法
師
弟
子
也 

七
部

智
周
章
疏　
又
云
摸マ
マ

揚
大
師
恵
紹マ
マ

之
第
一
弟
子 

六
部
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華
厳
宗
法
蔵
法
師
造
疏　
香
象
大
師
大
周
也 

二
六
部

浄
影
寺
華マ

マ

師
造
疏　
又
云
恵
菀
大
師
法
蔵
弟
子
也 

一
四
部

三
論
宗
嘉
祥
寺
吉
蔵
師
造　
信マ
マ

詮
弟
子
也 

二
九
部

新
羅
国
興
論マ

マ

寺
元
暁
法
師
造
疏　
法
蔵
第
二
弟
子 

三
部

他
宗
人
師
所
造
疏 

三
九
部

東
大
寺
沙
門　

長
戴マ

マ

造 

五
部

浄
土
宗
善
導
造
疏 

七
部

菩
薩
造
論
同
記 

二
八
部

諸
三
蔵
所
訳
経
目
録 

四
部

諸
法
門
名
義
立
処 

二
六
部

翻
名
集 

二
一
九
項
目

外
伝
弘
次
所
引
目
録 

六
四
部

　

以
上
が
目
次
に
沿
っ
て
把
握
さ
れ
る
章
疏
目
録
で
あ
る
。『
章
疏
目
録
』
と
雖
も
、「
翻
名
集
」
と
い
う
梵
語
の
訳
語
の
集
成
が
入
っ

て
い
る
の
も
本
目
録
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
目
次
を
検
討
す
る
と
、
天
台
宗
は
中
国
と
日
本
と
に
分
け
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
天
台
宗
師
は
南
岳
恵
思
よ
り
智
度
ま
で
八
人
、
そ
し
て
伝
教
大
師
よ
り
別
当
大
師
光
定
ま
で
九
人
が
日
本
の

天
台
宗
師
で
あ
る
。
次
が
唐
の
道
宣
、
そ
し
て
「
当
宗
先
徳
等
造
疏
」
に
は
義
真
を
は
じ
め
、
二
二
人
の
文
献
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

人
物
に
つ
い
て
大
体
生
没
年
代
の
順
に
目
次
を
立
て
て
い
る
が
、
日
本
の
場
合
、
伝
教
大
師
（
七
六
七
～
八
二
二
）
の
次
の
来
る
べ

き
、
別
当
大
師
光
定
（
七
七
九
～
八
五
八
）
が
後
ろ
に
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
光
定
の
前
の
、
千
観
（
九
一
八
～
九
八
四
）
は
安
然

（
八
四
一
～
九
一
五
）
の
後
に
位
置
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
道
宣
を
天
台
宗
に
属
し
て
い
る
と
み
な
が
ら
も
、「
当
宗
先
徳
等
造
疏
」
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の
前
に
配
置
の
も
異
様
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
は
、
正
確
な
天
台
宗
師
と
み
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ

れ
る
。

　

天
台
宗
以
外
の
人
物
の
文
献
に
対
し
て
は
、「
他
宗
人
師
造
疏
目
録
」
と
し
て
天
台
宗
の
文
献
と
大
別
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
入
っ

て
い
る
の
が
、
中
国
法
相
宗
三
人
、
中
国
華
厳
宗
二
人
、
三
論
宗
一
人
、
新
羅
元
暁
、
浄
土
宗
、
他
宗
一
般
、
東
大
寺
沙
門
で
あ
り
、

宗
派
乃
至
は
地
域
を
分
類
し
、
続
い
て
菩
薩
の
論
、
訳
経
僧
の
翻
訳
経
目
録
、
名
義
に
関
連
す
る
文
献
、
そ
し
て
外
伝
と
を
区
分
し

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
各
目
次
の
次
に
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
「
又
云
」
と
し
て
現
し
て
い
る
割
注
の
形
式
の
中
に
正
し
く
な
い
情
報
が
混
雑
し

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
天
台
宗
師
の
中
に
、「
別
当
大
師
造
疏　

又
云
寂
光
大
師
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
寂
光
大
師
と

は
天
台
宗
第
二
代
座
主
の
円
澄
（
七
七
一
～
八
三
六
）
の
こ
と
で
あ
り
、
別
当
大
師
は
天
台
宗
第
三
代
座
主
光
定
（
七
七
九
～
八
五

八
）
で
あ
る
。
道
宣
に
つ
い
て
は
「
修マ

マ

南
山
道
宣
造
疏　

又
云
宗
密
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
道
宣
（
五
九
六
～
六
六
七
）
と

宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
と
は
同
じ
く
終
南
山
に
住
し
た
こ
と
以
外
は
、
ま
っ
た
く
関
係
は
な
い
。
さ
ら
に
、
他
宗
に
関
し
て
は
、

「
浄
影
寺
華
師
造
疏　

又
云
恵
菀
大
師
法
蔵
弟
子
也
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
華
師
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
明
確
で
な
い
。
そ
し

て
、
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
と
静
法
寺
恵
菀
（
六
七
三
～
七
四
三
？
）
が
住
し
た
寺
院
に
対
す
る
情
報
不
足
で
起
こ
っ

た
と
見
ら
れ
る
が
、
実
際
の
文
献
を
み
る
と
、
慧
遠
の
も
の
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
人
の
区
別
が
付
か
な
か
っ
た
可
能
性
も

残
る
。
元
暁
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
割
注
は
、
そ
れ
ほ
ど
お
か
し
く
な
い
。
早
い
段
階
か
ら
そ
の
よ
う
な
伝
承

が
日
本
で
は
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

各
目
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
項
目
と
関
連
の
な
い
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
と
疑
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
紙
面
の
関
係
上
、
そ
の
例
を
南
岳
大
師
章
疏
一
二
部
や
部
数
の
少
な
い
例
を
い
く
つ
か
検
討
す

る
に
止
ま
る
が
、
目
録
を
活
用
す
る
前
に
詳
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

南
岳
の
著
作
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
目
録
に
示
し
て
い
る
巻
数
と
振
り
分
け
さ
れ
た
紙
の
数
に
関
す
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る
記
録
は
除
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
『
大
乗
止
観
』　
『
四
十
二
字
門
』　
『
無
諍
三
昧
』　　
『
受
菩
薩
戒
文
』　
『
安
楽
行
』

　
　
『
発
願
文
』　　
『
随
自
意
三
昧
』　
『
大
乗
入
道
章
』　
『
法
華
懺
法
』　　
『
心
要
』

　
　
『
法
界
次
第
』　
『
宗
円
義
』

　

こ
の
一
二
部
の
中
、
三
部
は
南
岳
の
著
作
と
し
て
は
疑
わ
し
い
。『
大
乗
入
道
章
』
は
智
周
の
著
作
と
見
ら
れ
、『
法
界
次
第
』
は

天
台
の
著
作
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
宗
円
義
』
は
南
岳
恵
思
の
著
作
と
見
て
よ
い
か
ど
う
か
、
今
の
段
階
で
は
確
定
で
き
ず
、
現

物
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
章
安
大
師
作
疏
一
一
部
を
み
る
。

　
　
『
涅
槃
経
玄
義
』　　
『
大
経
未
再
治
疏
』　
『
国
清
寺
百
録
』　
『
観
心
論
疏
』　
『
天
台
揺
讃
』

　
　
『
仁
王
経
私
記
』　　
『
止
観
大
意
』　　
　
『
法
華
大
綱
』　　
『
法
花
大
意
』

　
　
『
天
台
大
師
別
伝
』　
『
八
教
大
意
』

　

こ
の
一
一
部
の
中
、
確
実
な
章
安
大
師
作
は
六
部
に
過
ぎ
な
い
。『
止
観
大
意
』
と
『
法
花
大
意
』
は
湛
然
の
著
作
と
み
ら
れ
る

し
、『
大
経
未
再
治
疏
』
は
湛
然
の
涅
槃
経
再
治
本
の
原
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
な
り
価
値
の
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

確
実
で
な
い
。
ま
た
、『
法
華
大
綱
』
は
伝
教
大
師
の
作
と
さ
れ
る
が
、『
天
台
揺
讃
』
に
つ
い
て
は
誰
の
著
作
な
の
か
明
確
で
な
い
。

　

最
後
に
行
満
和
尚
作
疏
五
部
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
そ
の
五
部
と
は
、
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『
涅
槃
経
私
記
』　
『
涅
槃
経
音
義
』　
『
円
教
六
即
義
』　
『
天
台
宗
法
門
大
意
』

　
　
『
法
華
大
意
』

　

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
確
実
に
行
満
の
著
作
と
認
め
ら
れ
る
の
は
三
部
で
あ
る
。『
涅
槃
経
音
義
』
は
三
階
教
信
行
の
著
作
の
可

能
性
も
残
っ
て
お
り
、『
法
華
大
意
』
は
湛
然
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
、
天
台
宗
の
人
物
の
中
、
著
作
の
数
が
少
な
い
文
献
の
み
を
検
討
し
て
み
た
が
、
実
物
を
見
る
前
に
は
断
定
で
き
な
い
し
、

他
の
目
次
に
関
し
て
も
ま
ず
、
目
録
上
で
詳
し
く
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
分
類
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

天
台
宗
以
外
の
文
献
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
新
羅
の
文
献
で
あ
る
。
ま
ず
元
暁
で
あ
る
。
元
暁
の
著
作
は
福
士
慈
稔
教
授
の

目
録
な
ど
を
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
部
ほ
ど
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
『
章
疏
目
録
』
に
は
僅
か
三
部
し
か

記
載
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は

　
　
『
判
比
量
論
』
一
巻　
『
勝
万マ

マ

経
疏
』
上
下　
『
広
百
論
撮
要
』
一
巻

　

で
あ
る
。
本
『
章
疏
目
録
』
に
お
い
て
元
暁
の
多
く
の
著
述
の
中
に
た
だ
三
部
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
そ
れ
ま
で

実
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
三
部
を
検
討
す
る
に
、『
判
比
量
論
』
は
断
簡
が
大
谷
大
学
に
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
残
り
二
部
は
逸
失
文
献
で
あ
る
。
こ
の
二
部
が
発
見
さ
れ
た
な
ら
ば
、
韓
国
の
仏
教
学
会
に
反
響
を
呼
ぶ
と
思
考
さ

れ
る
。
他
に
「
他
宗
人
師
造
疏
目
録
」
の
項
目
に
は
、
璟
興
の
『
下
生
経
疏
』、
円
測
の
『
理
門
論
疏
』
二
巻
、
道
澄
の
『
入
正
理
論

疏
』、
玄
範
（
新
羅
人
説
あ
り
）
の
『
入
正
理
論
疏
』
一
巻
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
も
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
発
見

を
期
待
さ
れ
る
。

　

以
上
、
簡
略
な
が
ら
本
『
章
疏
目
録
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
日
蓮
宗
内
の
宗
学
を
深
め
る
た
め
の
調
度

― 9 ―



章
疏
で
あ
っ
て
、
当
時
の
日
蓮
宗
の
学
風
を
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
目
録
の
中
に
は
、
現
存
し
て

い
な
い
も
の
も
多
く
あ
る
と
指
摘
で
き
、
こ
れ
ら
の
存
在
が
確
実
に
さ
れ
れ
ば
世
界
の
仏
教
学
界
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

 

（
金　

天
鶴
）

　

本
書
を
収
録
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
身
延
山
久
遠
寺
御
当
局
の
ご
理
解
と
ご
許
可
を
賜
っ
た
。

　

ま
た
、
身
延
文
庫
並
び
に
宝
物
館
の
関
係
各
位
に
は
、
原
本
の
調
査
に
特
別
の
ご
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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章 

疏 
目 
録



　
　
　
　
　
付
　
　
記

　

本
『
身
延
山
資
料
叢
書
三
』
は
平
成
二
五
年
一
月
二
八
日
（
月
）
～
三
一
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

と
韓
国
・
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
の
学
術
交
流
共
同
調
査
（
身
延
山
大
学
図
書
館
蔵
坂
本
文
庫
・
身
延
文
庫
所
蔵
書
籍
）
の

成
果
を
基
と
し
て
刊
行
し
た
。

　

当
共
同
調
査
の
参
加
者
は
左
記
の
通
り
。

（
身
延
山
大
学
）

　
　

望
月 

海
慧
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
長
）

　
　

三
輪 

是
法
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
員
）

　
　

木
村 

中
一
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
副
主
任
）

（
韓
国
金
剛
大
学
校
）

　
　

金 

天
鶴
（
韓
国
・
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
長
）

　
　

朴 

英
吉
（
韓
国
・
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
所
員
）

（
調
査
協
力
）

　
　

ジ
ッ
リ
ォ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
・
ダ
ヴ
ィ
デ
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻
〈
博
士
課
程
〉）

　
　

桑
名 

法
晃
（
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
〈
修
士
課
程
〉）

 

（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
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